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は

じ
め

に

熱
帯
雨
林
の
伐
採
に
よ
る
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
が
問
題

と
さ
れ
る
中
で
、
私
た
ち
の
足
元
の
環
境
も
、
ゴ
ル
フ
場
建

設
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
三
月
初
め
現
在
の
全
国
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
朝
日
新
聞

社
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
既
設

一
七
〇
六
、
造
成
中
三
二
五
、

計
画
九
八
三
。
そ
の
合
計
は
実
に
三
〇

一
四
か
所
、
三
二
万

五
七
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
東
京
都
の
面
積
を
は
る
か
に
し
の

ぎ
、
ま
さ
に
ゴ
ル
フ
場
列
島
と
い
っ
た
有
様
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
目
玉
と
し
て
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
は
、
こ

の

一
年
間
で
六
六
か
所
も
増
え
、

一
か
所

一
八
ホ
ー
ル
の
平

均
面
積
が

一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
わ
れ
る
ゴ
ル
フ
場
に
よ

る
大
規
模
な
自
然
破
壊
、
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る
農
薬
や

化
学
肥
料
、
土
壌
殺
菌
剤
や
地
盤
凝
固
剤
、
さ
ら
に
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
や
土
、
大

気
の
汚
染
な
ど
の
生
活
環
境
の
悪
化
、
土
砂
流
出
や
洪
水
な

ど
に
よ
る
農
林
漁
業
の
基
盤
崩
壊
が
、
全
国
各
地
の
山
河
を

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
破
壊
し
な
が
ら
進
行
し

て
い
ま
す
..

ー

ゴ
ル
フ
場
見
直
し
の
動
き

農
民
、
漁
民
、
地
域
住
民
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
建
設
反
対
運

動
は
、
全
国
二
〇
〇
か
所
以
上
に
広
が
り
、
国

へ
の
公
害
紛

争
処
理
を
求
め
る
調
停
申
請

(埼
玉
、
長
野
、
静
岡
)
、
開

発
許
可
取
消
の
不
服
審
査
請
求

(石
川
、
三
重
)
、
監
査
請

求

(宮
城
、
群
馬
)
、
地
方
検
察
庁
へ
の
告
訴

(長
野
、
愛

知
)
、
ト
ラ
ス
ト
運
動

(岐
阜
、
愛
知
、
石
川
)
、
住
民
に

よ
る
水
質

・
水
生
生
物

・
鳥
類
な
ど
の
各
種
調
査

(奈
良
、

埼
玉
、
群
馬
、
富
山
、
栃
木
な
ど
)
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
争

点
と
し
た
市
町
村
長
選
挙

(長
野
県
三
水
村
、
埼
玉
県
鳩
山

町
、
茨
城
県
高
萩
市
、
千
葉
県
鴨
川
市
)
な
ど
と
い
っ
た
多

彩
な
動
き
の
中
で
、
具
体
的
な
建
設
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

た
と
こ
ろ
も
、
こ
の
一
年
半
で
四
〇
か
所
近
く

(
こ
の
う
ち

道
内
は
三
か
所
)
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
に
反
対
す
る
住
民
運
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
、

地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
の
ゴ
ル
フ
場
歓
迎

一
色
だ

っ

た
地
方
自
治
体
は
、
今
年
四
月
の
千
葉
県
の
新
設
ゴ
ル
フ
場

で
の
農
薬
使
用
禁
止
、
二
月
の
熊
本
県
の
新
規
受
付
停
止
、

四
月
の
香
川
県
の
全
面
凍
結
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
形
で
の
規

制
を
行
う
と
こ
ろ
が
二
三
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
各

都
道
府
県
単
位
で

一
番
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る

「市
町
村
面

積
の
二
%
ま
で
」
と
い
っ
た
総
量
規
制
は
、
そ
の
枠
ま
で
は

建
設
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
大
部
分
の
自
治
体
の
規
制
枠

は
、
造
成
中
の
み
な
ら
ず
、
計
画
中
の
も
の
ま
で
が
す
べ
て

含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に
は
、
開
発
の
歯
止

め
に
な

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
住
民
や
自
治
体
の
ゴ
ル
フ
場
反
対
や
見
直
し
の

動
き
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
た
め
の
規
制

緩
和
を
計
る
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
推
進
の
立
場
を
と
り
つ

づ
け
て
き
た
国
も
、
農
薬
汚
染
や
自
然
環
境
破
壊

へ
の
対
策

作
成
の
た
め
に
や
っ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。

今
年
の
五
月
、
環
境
庁
は
、
都
道
府
県
が
水
質
汚
濁
防
止

の
た
め
、
指
導
す
る
さ
い
の
目
安
を
求
め
て
い
た
、
ゴ
ル
フ

場
で
使
用
さ
れ
る
二

一
種
類
の
主
要
農
薬

(殺
虫
剤

・
六
種

類
、
殺
菌
剤

・
八
種
類
、
除
草
剤

・
七
種
類
)
の

「暫
定
指

針
」
を
ゴ
ル
フ
場
か
ら
下
流
水
域
へ
出
る
廃
水
口
で
の
濃
度

で
定
め
、
こ
の
同
じ
二

一
種
類
の
農
薬
に
対
し
て
、
厚
生
省

は
、
水
道
水
の
汚
染
防
止
対
策
と
し
て

「暫
定
的
水
質
目
標

値
」
を
各
都
道
府
県
ハ、
当
て
て
通
知
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

農
薬
取
り
締
ま
り
の
元
締
め
で
あ
る
農
水
省
の
対
応
は
冷
や
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や
か
で
、
千
葉
県
が

「無
農
薬
宣
言
」
を
出
し
た
と
き
も
、

同
省
農
薬
対
策
室
は

「無
登
録
の
漢
方
農
薬
と
称
さ
れ
る
薬

が
使
わ
れ
る
な
ど
、
逆
に
危
険
な
状
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い

か
。
完
全
無
農
薬
化
は
難
し
い
」
と
疑
問
視
。
戦
後

一
貫
し

て
農
薬
と
化
学
肥
料
づ
け
の
農
業
を
指
導
し
て
き
た
農
水
省

と
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
問
題
が
、
農
業

の
農
薬
問
題

に
ま
で
発
展
し
て
い
く
の
を
極
力
警
戒
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
消
極
的
な
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い

ま
す
ゆ

さ
ら
に
、
環
境
庁
は
、
国
立
公
園
内
で
の
ゴ
ル
フ
場
新
設

に
規
制
を
強
化
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
は
建

設
を
認
め
て
き
た

「普
通
地
域
」
で
も
、
自
然
林
が
七
〇
%

を
越
え
て
い
る
場
合
や
、

コ
ー
ス
設
定
の
た
め
、
土
地
の
改

変
が
五
〇
%
を
越
え
る
場
合
な
ど
の
地
域
は
原
則
と
し
て
禁

止
す
る
と
い
う

「指
導
指
針
」
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
対
象

と
な
る
面
積
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
、
人
工
林
の
場

合
に
は
該
当
し
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
自
然
保
護
団
体
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
国
が
や
っ
と
出
し
た
農
薬
の

「指
針
値
」
は
、

現
在
の
ゴ
ル
フ
場
で
の
農
薬
使
用
状
況
を
追
認
し
た
も
の
で

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「無
農
薬
化
」
の
動
き
に
水
を
さ

す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

「普
通
地
域
」
に

は
、
自
然
林
が
七
〇
%
も
残

っ
て
い
る
地
域
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
措
置
は

「規
制
強

化
」

で
は
な
く
、

「
こ
こ
に
も
作
れ
ま
す
よ
」
と
い
う

「開

発
の
ス
ス
メ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
を
懸
念
し
た
ゴ

ル
フ
場
問
題
全
国
連
絡
会
と
北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
地

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ニ
○
団
体
は
、

「出
さ
れ
た

こ
と
で
か
え

っ
て
め
い
わ
く
し
た
」
と
両
省
庁

に
抗
議
し
ま

し
た
。

ゴ
ル
フ
場
列
島
化
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

ゴ
ル
フ
場
問
題
は
、
今
、
正
念
場
を
む
か
え

て
い
る
と
い
っ

て
も

よ

い
で
し

ょ
う
。

2

〈
ゴ
ル

フ
場

王
国
〉
北
海
道

「
ゴ
ル
フ
場
造
成
を

凍
結
せ
よ
」
と
い
う
ゼ
ッ

ケ
ソ
や
。フ
ラ
カ
ー
ド
、

ゴ
ル
フ
場
農
薬
汚
染
を

訴
え
る
防
毒

マ
ス
ク
を

か
け
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

の
は
り
ぽ
て
が
、
今
年

五
月

一
日
、
道
内
の
メ
ー

デ
!
会
場
に
登
場
し
、

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
ゴ
ル
フ
場

は
、
昨
年
の

一
二
月

一

日
現
在
で

一
三
一
か
所

と
日
本

一
(表
1
)
。

昨
年
初
め
の

二

〇
か

所
か
ら
、

一
年
た
ら
ず

の
間
に
二
〇
か
所
も
ふ

え
る
と
い
う
急
増
ぶ
り

で
、
造
成
中
の
二
〇
か

所
、
計
画
中
の
四
七
か

所
を
加
え
れ
ば

一
九
八

か
所
。
そ
の
他
、
市
町

村
段
階
の
水
面
下
で
の

計
画
が
各
地
で
す
す
め

ら
れ
、
〈
雄
大
な
自
然

の
中
の
ゴ
ル
フ
V
を
売

り
こ
ん
だ
ゴ
ル
フ
場
建

設
は
、
道
内

一
〇
〇
市

(平成元年12月1日 現在)
北 海 道 の ゴ ル フ 場 開 発 状 況表1

既 設 造 成 中 計 画 中 合 計 管内面積に占める割合(%)
支 庁 名

支庁管内

面 積
(ha) 箇 所 ホ …ル 面 積 箇 所 ホ ール 面 積 箇 所 ホ ール 面 積 箇 所 ホ ール 面 積 既 設 造成中 計画中 合 計

備 考

石狩支庁 354,345 35 747 4,068
11)

5
126 68/

(D

3
72 414

(2)
43

945 5,ユ63 1.1480 0.1922 0.1ユ68 1.4570

渡島支庁 372,726 〕3 225 /,054 一 一 冒一 1 ユ8 122 ユ4 243 L/76 0.2828 一 0.0327 0.3155

桧山支庁 285,510 一一 皿　 〒一 罰　■ 一 一 」■}一 1 18 144 1 18 144 一一 0.0504 0.0504

後志支庁 43ユ,224 10 177 992 2 54 285
(3)

11
237 1,728

(3)
23

468 3,005 0.2300 0.0661 0.4007 0.6968

空知支庁 658,485 9 189 923
(D

4
82 468 6 144 899

(ll

19
415 2,290 α/402 0.0711 0.1365 0.3478 ※1

上川支庁 987,003 13 252 1,357 1 !7 50
一 一 14 269 1,407 0./375 0.0051 一 一 一 0./426 ※1

留萌支庁 402,922 3 36 194 一 一 一 一 一一 一一 一 3 36 194 0.0481 　　 一　 「 0.0481

宗谷支庁 407,792 2 36 143 1 18 105 1 /8 128 4 72 376 0.0351 0.0257 0.0314 0.0922

網走支庁 1,068,877 8 114 287 1 18 48 6 126 513 ユ5 258 848 0.0269 0.0045 0.0480 0.0793

胆振支庁 370,335 15 294 1,478 6 !53 ユ,128 (2)

17
426 2,823 (2)

38
873 5,429 0.399ユ 0.3046 0.7623 /.4660 ※2

日高支庁 483,786 2 36 ユ77 一} 一 一一一 一　 一　 2 36 177 0.0366 一n一 一 0.0366

十勝支庁 ユ,083,082 9 168 1,178 一' 一一 　一 齢一 『 ,i} 9 168 1,/78 0.1088
一『

} 0」088

釧路支庁 600,360 9 186 1,044 nn 一} ・ 　 1 ユ8 102 10 204 1,146 0ユ739 0.0170 0.1909

根室支庁 356,!06 3 33 90 一一 一 一 一 　r 3 33 go 0.0253 闇} } 0.0253

全 道 計 7,862,553 131 2,493 12,985 (21
20

468 2,765 (6)
47

1,077 6,873 (8)
198

4,038 22,623 0.1640 0.0352 0.0874 0.2866

(注)1箇 所の()書 きは増設 のゴルフ場 であ り、外数 と して示 した。(ホ ール数、面積 は増設分 を含 んだ数値)

※1空 知支庁 と上川支庁 にまたがった ものが1箇 所あ り(造 成中)、 箇所数は上川支庁 に掲 げている。(ホ ール数、面積はそれぞれ記載)

※2胆 振支庁管 内で、2市 町村 にまたがった ものが2箇 所あ り(既 設及び増設各1)、 箇所数 はダブ リ記載 せず、それぞれ1箇 所 として記載 して いる。

2全 道面積(北 方領土 を除 く)は 「昭和62年 全国都道府県市区町村別面積調」(建 設省 国土地理院)に よる。

18



町
村
で
=

六
と
い
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
構
想

の
中
核
施
設
と

し
て
、
さ
ら
に
増
え
つ
づ
け
る
見
通
し
で
す
。
今
年
の
六
月

一
日
現
在
で
既
設
は

一
三
三
、
造
成
中
は
三
一二
、
申
請
中
八
、

計
画

・
構
想
中
は
実
に
一
八
四
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
1
の
北
海
道
ゴ
ル
フ
場
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
道
内
の
ゴ

ル
フ
場
は
、
札
幌
、
千
歳
周
辺
に
集
中
し
て
お
り
、
千
歳
空

港
か
ら
列
車
や
車
で

一
時
間
く
ら
い
の
範
囲
が
〈
東
京
か
ら

三
～
四
時
間
の
ゴ
ル
フ
場
〉
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
函
館
、
旭
川
、
帯
広
、
女

満
別
、
釧
路
な
ど
、
空
港
周
辺
地
域
の
計
画
が
ふ
え
る
傾
向

に
あ
り
、
東
京
か
ら
の
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
あ
て
こ
ん

だ
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
北
海
道
の
ゴ
ル
フ
場
銀
座
と
い
わ
れ
る
広
島

町
や
、
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
ラ
ッ
シ
ュ
が
つ
づ
く
早
来
町
で
は
、

最
近
問
題
と
な

っ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
に
つ
づ
く
ゴ
ル
フ
場

北海道 ゴルフ場 マップ(八 木健三氏作成)図1

建
設
で
、

「東
京
や
札
幌
の
ゴ
ミ
捨
て
と
ス
ト
レ
ス
解
消
の

た
め
の
ア
カ
お
と
し
の
場
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
地
域
の
人
達
が
嘆
く
状
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

「北
海
道
に
も
う
こ
れ
以
上
の
ゴ
ル
フ
場
は
い
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
今
年

一
月
下
旬
に
発

足
し
た
北
海
道
ゴ
ル
フ
場
問
題
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ゴ

ル
フ
場
を
め
ぐ
る
全
国
各
地
の
運
動
が
蓄
積
し
て
い
る
情
報

や
知
恵
を
、
道
内
各
地
の
運
動
に
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
は
た

す
と
い
う
活
動
を
行
い
な
が
ら

「安
全
性
の
確
保
や
自
然
保

護
の
ル
!
ル
を
確
立
す
る
ま
で
、
す
べ
て
の
ゴ
ル
フ
場
開
発

計
画
を
直
ち
に
凍
結
し
、
こ
れ
を
宣
言
す
る
」
こ
と
な
ど
を

求
め
た
知
事
あ
て
の
署
名
活
動
を
転
開
、
二
月
六
日
か
ら
四

月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
道
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

一
万
二
二

六
〇
人
分
の
署
名
を
、
五
月
三
〇
日
、
道
の
ゴ
ル
フ
場
問
題

の
担
当
窓
口
で
あ
る
企
画
振
興
部
土
地
水
対
策
課

へ
提
出
し

ま
し
た
。

一
四
支
庁

一
一
八
市
町
村
の
全
道
各
地
か
ら
よ
せ

ら
れ
た
署
名
か
ら
は
、
北
海
道
の
ゴ
ル
フ
場
化
の
予
想
以
上

の
広
が
り
が
う
か
が
わ
れ
、
同
時
に
行
わ
れ
た
ア
ソ
ケ
ー
ト

調
査
に
対
し
て
は
、
二
五
項
目
に
わ
た
る
ゴ
ル
フ
場
問
題
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
報
告
の
大
部
分
に
、

「今
か
ら
反
対
し
て
も
間
に

合
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
」
と
い
う
言
葉
が
そ
え

ら
れ
、

「知
ら
な
か
っ
た
」

「気
が
つ
く
の
が
お
そ
か
っ
た
」

と
い
っ
た
、
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
計
画
の
地
域
住
民
に
対
す
る

情
報
の
非
公
開
性
の
問
題
が
う
き
ぽ
り
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

以
下
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
北
海
道
の
ゴ
ル

フ
場
問
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
報
告
し
ま
す
。

3

自
然
公
園
の
周
辺
で

森
林
や
原
野
が
大
型
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ソ
プ
カ
ー
で

切
り
崩
さ
れ
、
大
規
模
な
土
木
工
事
の
結
果
ゴ
ル
フ
場
が
造

成
さ
れ
て
い
く
様
子
を
、
埼
玉
県
小
川
町
に
住
む
版
画
家
の

リ
チ
ャ
ー
ド

・
フ
レ
イ
ビ
ソ
さ
ん
は

「
山
の
お
葬
式
」
と
名

づ
け
、
山
の
お
葬
式
は
、
そ
こ
に
生
き
る
す
べ
て
の
生
命
1

ー
鳥
や
げ
も
の
、
虫
や
魚
、
草
木
や
花
、
そ
し
て
人
間
の
お

葬
式

へ
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
の
南
と
北
の
は
て
に
位
置
す
る
沖
縄
県
と
北
海

道
は
、
日
本
で
最
後
の
手
つ
か
ず
の
自
然
、
多
種
類
の
植
物

や
動
物
が
棲
息
す
る
生
き
た
自
然
が
多
く
残
る
貴
重
な
地
域

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
の
全
域
が
リ
ゾ
ー
ト
地

域
に
指
定
さ
れ
た
沖
縄
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
、

マ
リ
ー
ナ
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
進
み
、

コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
に
、
雨
が
降
る
た
び
に
赤
土
や
土
砂
が
流
出
、

貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
の
青
い
海
と
サ
ソ
ゴ
礁
の
汚
染
と
、

漁
業
資
源
の
減
少
と
し
て
現
れ
、

「山
を
崩
せ
ば
海
が
汚
れ

る
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

道
内
に
は
、
国
立
公
園

・
六
、
国
定
公
園

・
五
、
道
立
自

然
公
園

・
一
二
の
合
計
二
一二
か
所
の
自
然
公
園
が
あ
り
、
さ

ら
に
自
然
環
境
保
全
地
域
が

一
七
九
か
所
、
鳥
獣
保
護
区
が

三
二
〇
か
所
と
多
く
の
良
好
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
自
然
公
園
の
中
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
大
沼
国
定
公

園
内
に
二
か
所

(両
方
と
も
西
武
ゴ
ル
フ
)
と
富
良
野
芦
別

道
立
自
然
公
園
内
に
一
か
所

(国
土
計
画
)
の
三
か
所
、
鳥

獣
保
護
区
に
か
か
る
ゴ
ル
フ
場
が
既
設

・
三

(七
飯
町
に
二

か
所
と
、
芽
室
町
)
、
造
成
中

・
一

(早
来
町
)
、
計
画
中

・

一

(旭
川
市
)
の
五
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
リ

ゾ
ー
ト
開
発

・
ゴ
ル
フ
場
造
成
ブ
ー
ム
の
波
の
中
で
、
自
然

公
園
周
辺
地
域
で
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。日

本
で
最
初
の
野
鳥
の
サ
ソ
ク
チ
ュ
ア
リ
と
し
て
知
ら
れ

る
苫
小
牧
市
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
で
は
、
多
く
の
野
鳥
が
棲
息
す

る
と
と
も
に
、
渡
り
鳥
の
中
継
地
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
源
の
大
部
分
を
供
給
す
る
美
々
川

周
辺
部
に
は
、
既
設

・
三
、
造
成
中

・
一
の
四
か
所
に
加
え
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て
、
計
画
中
の
ゴ
ル
フ
場
は
う
わ
さ
の
あ
る
と
こ
ろ
も
含
め

る
と
七
か
所
。
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
に
よ
る

環
境
汚
染
に
加
え
て
、
森
林
が
草
地

(ゴ
ル
フ
場
)
に
な

っ

た
場
合
に
は
、
四
分
の

一
以
下
に
減
少
す
る
と
い
わ
れ
る
保

水
力
の
低
下
が
、
湿
原
や
原
野
の
乾
燥
化
を
す
す
め
、
ウ
ト

ナ
イ
湖
の
水
位
低
下
が
縣
火
芯
さ
れ
て
い
ま
す
。

根
室
で
は
、
渡
り
鳥
の
宝
庫
で
あ
り
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
野
鳥
が
六
種
類

(シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
ヒ
シ

ク
イ
)
も
棲
息
し
て
い
る
風
蓮
湖
の
周
辺
と
、
サ
ケ
や
マ
ス

が
上
が
る
別
当
賀
川
の
流
域
に
、
二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
、
現
在
の
日

本
で
の
生
息
数
は
お
よ
そ
八
○
羽
、
特
別
天
然
記
念
物
と
し

て
保
護
さ
れ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
以
上
に
絶
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
第
二
の
ト
キ
と
な
る
恐
れ
す
ら
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
最
後

の
棲
み
家
で
あ
る
森
を
、

「
い
ま
の
ま
ま
で
は
、
み
に
く
い

自
然
で
す
も
の
ネ
。
こ
こ
に
手
を
入
れ
れ
ば
ず

っ
と
良
く
な

り
ま
す
よ
」
と
開
発
業
者
は
ゴ
ル
フ
場
開
発

に
強
気
の
か
ま

え
を
み
せ
て
い
ま
す
。

釧
路
湿
原
国
立
公
園
を
抱
え
、

「
タ
ソ
チ

ョ
ウ
の
里
」
と

し
て
親
し
ま
れ
る
鶴
居
村
で
は
、
現
在
二
つ
あ
る
ゴ
ル
フ
場

に
加
え
て
、
さ
ら
に
二
か
所
で
の
建
設
計
画
が
浮
上
。
今
年

五
月
に
は
、
湿
原
周
辺
の
開
発
か
ら
タ
ソ
チ

ョ
ウ
の
営
巣
地

を
保
全
す
る
た
め
に
、

二
つ
め
の
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
づ
く
り

が
日
本
野
鳥
の
会
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
は
釧
路
湿
原

に
隣
接

す
る
標
茶
町
で
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル

(水

鳥
と
湿
原
の
保
護
)
条
約
締
結
国
会
議
を
三
年
後
に
控
え
た

時
期
に
、
湿
原
周
辺
が
ゴ
ル
フ
場
に
よ

っ
て
大
規
模
に
開
発

さ
れ
る
こ
と
自
体
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
た
と
え
無
農
薬
の
ゴ
ル
フ
場
で
あ
っ
て
も
、
湿
原
の

乾
燥
化
や
水
質
の
汚
濁
が
、
タ
ソ
チ
ョ
ウ
や
幻
の
魚
と
い
わ

れ
る
イ
ト
ゥ
、
広
大
な
湿
原
の
景
観

へ
及
ぼ
す
影
響
は
は
か

り
し
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
自
然
公
園
周
辺
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
対
し

て
は
、
地
域
の
自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
や
住
民
の
反
対
運
動
を

は
じ
め
、
道
内
外
の
自
然
保
護
団
体
の
反
対
の
動
き
が
あ
る

一
方
で
、

「自
然
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
」
と
い
う
理

由
か
ら
、
ゴ
ル
フ
場
で
過
疎
か
ら
の
脱
出
を
は
か
る
市
町
村

と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
年
六
月
六
日
に
開
か
れ
た
北
海
道
観
光
立
県
推
進
地
方

会
議
の
席
上
、
横
路
知
事
は
全
国
初
の

「観
光
立
県
宣
　戸

を
行

っ
た
そ
う
で
す
が
、
北
海
道
の
山
河
が
織
り
な
す
日
本

ば
な
れ
し
た
雄
大
な
自
然
の
景
観
を
、
日
本
全
国
ど
こ
に
で

も
見
ら
れ
る
ゴ
ル
フ
場
の
人
工
的
で
画

一
的
な
眺
め
に
ぬ
り

か
え
、
貴
重
な
動
植
物
を
激
減
さ
せ
る
こ
と
ほ
ど
愚
か
な
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

「
よ
う
こ
そ
の
笑
顔
」
や

「お
も
て

な
し
の
心
」
も
た
し
か
に
大
切
で
す
が
、
本
州
や
ア
ジ
ア
か

ら
北
海
道
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
な
に
よ
り
も
期
待
し
て
い
る

の
は
、
タ
ソ
チ
ョ
ウ
や
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
や
エ

ゾ
シ
カ
が
棲
む
豊
か
で

「美
し
い
自
然
や
広
々
と
し
た
大
地
」

だ
か
ら
で
す
。

4

農
林
漁
業
基
盤

の
崩
壊

地
球
の
温
暖
化
や
環
境
汚
染
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

な
か
で
、

「
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー

へ
」
の
価
値
転

換
が
世
界
的
な
風
潮
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
公
害
や
環
境
汚

染
を
ひ
き
お
こ
す
工
業
優
先
政
策
の
見
直
し
と
、
環
境
産
業

と
し
て
の
農
林
漁
業
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

広
大
な
土
地
と
冷
涼
な
気
候
、
昼
夜
の
温
度
差
の
大
き
い

北
海
道
は
、

「甘
み
が
あ

っ
て
お
い
し
い
」
農
産
物
や
色
鮮

や
か
な
草
花
、
良
質
な
木
材
を
生
産
し
、
四
方
を
囲
む
海
と

河
川
や
湖
は
サ
ケ
や
マ
ス
、
カ
ニ
、
貝
類
、

コ
ソ
ブ
な
ど
の

豊
か
な
海
の
幸
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
牛

や
馬
が
サ
イ

ロ
を
バ
ッ
ク
に
草
を
は
む
牧
場
、
カ
ラ
マ
ッ
や

白
樺
の
防
風
林
、
な
だ
ら
か
な
丘
の
斜
面
に
色
鮮
や
か
に
広

が
る
作
物
畑
や
花
畑
の
風
景
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
園
を
連

想
さ
せ
る
北
海
道
ら
し
い
景
観
を
演
出
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
の
工
業
重
視

・
農
業
切
り
す
て
政
策
の
結
果
、
食

料
と
木
材
の
自
給
率
は
三
〇
%
弱
に
ま
で
落
ち
込
み
、
工
業

製
品
の
過
剰
輸
出
は
、
農
林
水
産
物
の
輸
入
増
大
と
第

一
次

産
業
の
基
盤
縮
小
を
も
た
ら
し
ま
し
た
.り
さ
ら
に
今
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
も
た
ら
す

農
林
漁
業
の
基
盤
の
崩
壊
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

コ
メ
ま
で
が
噂
さ
れ
る
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
に
た
い
し

て
は
、
耕
作
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、
お
い
し
く
て
安
全
な

環
境
に
や
さ
し
い
農
業

(農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
で
き

る
か
ぎ
り
控
え
た
有
機
農
業
)

へ
の
転
換
が
道
内
各
地
に
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、

「有
機
農
業
を
め
ざ
す
地
域
に
ゴ
ル
フ

場
建
設
」
が
も
ち
あ
が
り
、

「
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
や
化
学
肥

料
に
よ
る
農
業
用
水
の
汚
染
」

「保
水
力
の
低
下
に
よ
る
水

不
足
と
洪
水
の
恐
れ
」
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
現
在
、
ゴ
ル
フ
場
の
新

・
増
設
計
画
が
集
中
し
て

い
る
馬
追
丘
陵
の
一
帯

(千
歳
市
、
早
来
町
、
長
沼
町
、
由

仁
町
、
厚
真
町
、
栗
沢
町
)
は
、
サ
ッ
ラ
ク
農
協
の
黒
沢
組

合
長
に
よ
れ
ば

「峰
は
自
然
林
、
裾
野
の
斜
面
は
酪
農

・
畑

作
地
帯
、
平
地
は
水
田
地
帯
」
と
い
わ
れ
、
札
幌
を
は
じ
め

と
す
る

「道
央
に
住
む
市
民
に
と
っ
て
唯

一
残
さ
れ
た
食
糧

供
給
基
地
で
あ
る
と
共
に
、
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
憩
い

の
場
と
し
て
の
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
」
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
酪
農
が
営
ま
れ
る
ゆ
る
や

か
な
山
の
斜
面
地
帯
は
、
ゴ
ル
フ
場
最
適
地
域
で
も
あ
り
、

離
農
者
や
多
額
の
借
金
を
か
か
え
る
酪
農
家
の
農
地
や
山
林

が
、
毎
日
ど
こ
か
で
切
り
崩
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
汚
染

の
問
題
と
と
も
に
、
山
の
斜
面
の
ゴ
ル
フ
場
化
に
よ
る
低
地
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帯
で
の
洪
水
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
九
年
九
月
、
石
狩
町
で
造
成
中
の
ゴ
ル
フ
場
か
ら
流
出

し
た
汚
濁
水
が
石
狩
湾

一
帯
に
広
が
り
、

「
サ
ケ
が
ま
っ
た

く
網
に
か
か
ら
な
い
」
と
い
う
事
態
が
出
現
、
損
害
賠
償
を

求
め
る
漁
民
側
と

「因
果
関
係
が
不
明
確
」
と
つ
っ
ぱ
ね
る

企
業
側
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

八
九
年

二

月
、
広
島
町
で
起
き
た
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
流
出

に
よ
る
養
殖
魚
の
大
量
死
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ソ
グ
な
事
故
は
、

ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
漁
業
資
源
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

確
認
さ
せ
、
網
走
、
根
室
、
釧
路
、
十
勝
川
な
ど
道
内
各
地

の
漁
業
協
同
組
合
は
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
反
対
、
佐
呂
間

町
で
は
建
設
計
画
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

今
年
五
月
に
は
、
網
走
地
方
の
十
漁
協
、
釧
路
地
方
の
八

漁
協
で
、
ゴ
ル
フ
場
に
よ
る
乱
開
発
防
止
の
た
め
の
ス
ク
ラ

ム
が
組
ま
れ
、
と
く
に
釧
路
管
内
で
は
、

「
サ
ケ

・
シ
シ
ャ

モ
な
ど
沿
岸
漁
業

へ
の
影
響
が
心
配
」
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

以
上
の
新
設
計
画
は
認
め
な
い
と
い
う
方
針
を
決
定
。
さ
ら

に
、
道
内

一
三
〇
漁
協
の
組
合
長
会
議
と
通
常
総
会
で
は
、

漁
業
に
影
響
す
る
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と

が
決
議
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

5

農
薬
汚
染
と
生
活
環
境
の
悪
化

昨
年

一
一
月
、
広
島
町
で
起
き
た
農
薬
汚
染
に
よ
る
魚
の

大
量
死
、
今
年
三
月
の
千
葉
県
の

「無
農
薬
宣
言
」
以
後
、

ゴ
ル
フ
場
の
問
題
は
農
薬
汚
染
に
集
約
化
さ
れ
、
無
農
薬
や

省
農
薬
を
表
明
す
る
ゴ
ル
フ
場
も
現
れ
て
い
ま
す
。

千
歳
市
で
今
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゴ
ル
フ
場
は
、

市
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に
す
す
め
ら
れ
た
建
設
過
程
や
、

ゴ
ル
フ
場
の
廃
水
口
が
千
歳
市
民
の
水
源
の
取
水
口
よ
り

一

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
至
近
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
五
月
、

「千
歳
市
民
の
飲
み
水
を
守
る
連
絡
協
議
会
」
が
道
の
公
害

審
査
会
に
た
い
し
て
、
開
発
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
調

停
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
先
日
、
こ
の
ゴ
ル
フ
場
の

「無
農
薬
で
い
く
」
と
い
う
デ
モ
ソ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
者
の

「草
を
ぬ
い

て
」
と
い
う
合
図
に
、

「
こ
れ
、
と
る
ん
で
す
か
ア
?
」

と

若
い
新
卒
キ
ャ
デ
ィ
ー
の
気
の
り
の
し
な
さ
そ
う
な
表
情
が

印
象
的
。
な
か
に
は

「
エ
ー
ッ
、
ウ
ッ
ソ
ォ
」
と
叫
ぶ
キ
ャ

デ
ィ
ー
も
い
た
り
で
、
人
海
戦
術
に
よ
る
除
草
が
は
た
し
て

ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
草
取
り
作
業
を
と
も
な
う
仕
事
に
若

い
女
性
が
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
前
途
は
多
難
の

よ
う
で
す
。
開
発
業
者
に
し
て
み
れ
ば

「無
農
薬
で
」
と
表

明
し
、
と
に
か
く
オ
ー
プ
ソ
し
て
し
ま
え
ば
あ
と
は
な
ん
と

か
な
る
と
い
う
読
み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
管
区
行
政
監
察
局
が
、
今
年

一
～
三
月
に
行

っ
た

道
内
の
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
、
運
営
状
況
の
調
査
結
果
に
は
、

道
や
市
町
村
と
業
者
と
の
間
の
造
成
手
続
き
を
め
ぐ
る
不
備

や
手
落
ち
、
ゴ
ル
フ
場
側
の
防
災
用
調
整
池
の
未
整
備
な
ど
、

行
政
の
ゴ
ル
フ
場

へ
の
指
導
監
督
の
甘
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ

れ
る
農
薬
に
つ
い
て
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
間
で
異
な
る
農
薬

の
散
布
量

(
二
～
八
倍
)
や
、
芝
に
ま
い
て
は
い
け
な
い
農

薬
の
散
布
例
な
ど
と
と
も
に
、

「環
境

へ
の
影
響
は
懸
念
さ

れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
報
告
さ
れ
た
、
昨
年
道
が
行
っ
た

農
薬
検
査
が
、
検
査
用
の
ゴ
ル
フ
場
排
水
の
採
取
時
期
が
農

薬
散
布
後

一
～

一
四
日
も
の
幅
が
あ
り

「
一
律
に
評
価
で
き

な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
道
の
農
薬
検
査
体

制

へ
の
疑
念
と
不
信
を
か
き
た
て
る
も
の
で
し
た
。
今
年
四

月
、
大
雨
が
降

っ
た
広
島
町
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
か
ら
雨
水
が

一
気
に
流
出
。
農
道
が
濁
流
に
え
ぐ
ら
れ
、
大
根
畑
が
四
〇

セ
ソ
チ
の
土
砂
で
埋
ま
る
と
い
う
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
同
日
の
雨
で
、
昨
年

一
一
月
に
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
で

魚
が
大
量
死
し
た
養
殖
場
の
、
今
年
三
月
に
ふ
化
し
た
ば
か

り
の
ド
ナ
ル
ド
ソ
ソ
の
稚
魚
の
一
部
が
流
失
。
こ
の
大
雨
に

よ
る
被
害
は
外
に
も
数
件
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、
ゴ
ル
フ
場
造

成
に
よ
る
保
水
力
の
低
下
と
洪
水
の
多
発
を
み
せ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

農
薬
に
よ
る
水
や
空
気
の
汚
染
、
森
林
の
伐
採
に
よ
る
空

気
浄
化
、
水
源
か
ん
養
、
防
風

・
防
雪

・
防
霧

土
砂
流
失

防
備
な
ど
の
環
境
保
全
…機
能
の
喪
失
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
の
造

成
が
地
域
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

へ
の
不
安
が
各

地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

6

住
民

へ
の
情
報
公
開
と
決
定

へ
の
参
加

「地
域
で
の
ゴ
ル
フ
場
計
画
が
住
民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
開
発
業
者
と
市
町
村
役
場
と
の
間
で
秘
密
裡
に
す
す

め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
情
報
が
各
地
か
ら
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民

へ
の
説
明
会
の
席
上
で
、
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
に
よ

る
水
の
汚
染
や
、
大
規
模
な
地
形
の
変
更
が
環
境
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
開
発
業
者
に

「道
庁
が

答
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
オ
レ
た
ち
が
答
え
ら
れ
る
か
」
と

い
っ
た
問
答
無
用
の
強
圧
的
な
態
度
で
威
圧
さ
れ
た
と
い
う

話
も
、
再
三
耳
に
し
ま
す
。

一
か
所
あ
た
り

一
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
自
然
を

囲
い
込
む
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
が
、
そ
の
地
域
の
住
民
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ゴ
ル
フ
場
の
廃
水
が
流
入
す
る
流
域
市
町
村

に
た
い
し
て
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
は
、
い
ま
さ

ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

「ま
ち
づ
く
り
や
リ
ゾ
:
卜
開
発
を
ど
う
す
す

め
る
の
か
」

「ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は
本
当
に
必
要
か
」
な
ど
、

地
域
の
進
路
を
審
議

・
決
定
す
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、

住
民

・
行
政

・
開
発
企
業
と
の
間
の
情
報
の
共
有
化
と
、
決

定

へ
の
地
域
住
民
の
参
加
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
問

題
を
判
断
す
る
と
ぎ
に
、

「地
域
に
反
対
運
動
が
あ
る
場
合
、

そ
の
意
向
を
十
分
に
聞
く
手
続
き
を
保
証
し
て
ほ
し
い
一
と

い
う
強
い
要
望
が
あ
る
か
ら
で
す
。
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現
在
、
町
に
ゴ
ル
フ
場
を
七
つ
か
か
え
、
町

の
面
積
の

一

割
が
ゴ
ル
フ
場
と
い
う
広
島
町
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
新
増
設

に
反
対
す
る

「ゴ
ル
フ
場
さ
よ
な
ら
の
会
」
が
、
今
年
の
四

月
、
同
町
の
ゴ
ル
フ
場
開
設
に
関
す
る
住
民

へ
の
ア
ソ
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
町
内
有
権
者
の
一
%
に
あ
た
る
三
〇
〇
人

を
無
作
為
抽
出
し
て
行

っ
た
と
こ
ろ

(回
答
率
は
五
一
%
)
、

九
九
%
の
人
が
昨
年
暮
れ
に
同
町
で
起
き
た
ゴ
ル
フ
場
の
農

薬
に
よ
る
養
殖
魚
の
大
量
死
に
恐
怖
感
を
い
だ
き
、
八
○
%

以
上
の
人
が

「
こ
れ
以
上
の
ゴ
ル
フ
場
の
新
増
設
は
問
題
で

あ
る
」
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を

「
さ
よ
な
ら
の
会
」
が
町
長
に
申
し
入
れ
し
た
と
こ
ろ
、

「た
か
が

一
%
の
調
査
で
は
な
い
か
」
と
い
う
素

っ
気
な
い

反
応
。
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
に
お
け
る
比
例
抽
出
法

へ
の
無
理

解
ぶ
り
は
別
と
し
て
も
、
こ
こ
に
は
住
民
の
声

に
耳
を
か
た

む
け
る
と
い
う
姿
勢
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
今
年
四
月
の
千
葉
県
の

「無
農
薬
宣
言
」

へ
の
同

調
を
表
明
し
た
茨
城
県
の
取
手
市
で
は
、
利
根
川
の
河
川
敷

に
建
設
予
定
の
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
の
是
非
を
、
市
民
の

一
%

に
あ
た
る
五
〇
〇
人
に
た
い
し
て
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

市
長
は
そ
の
結
果
を
尊
重
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

一
%
の
住
民
の
声
を

め
ぐ
る
広
島
町
と
取
手
市
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。

北
海
道
に
お
け
る
住
民
参
加

へ
の
今
後
の
大
き
な
課
題
が
こ

の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

お
わ

り
に

農
林
漁
業
の
地
盤
沈
下
や
炭
坑
の
閉
山
が

つ
づ
く
中
で
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
か
ら
の
脱
出
を
め
ざ
す
北

海
道
の
自
治
体
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
目
玉
と
し
て
の
ゴ
ル

フ
場
に
、
雇
用
の
拡
大
と
税
収
の
増
大
と
い
う
期
待
を
か
け
、

地
域
振
興
と
い
う
大
義
名
分
で
ゴ
ル
フ
場
を
誘
致
し
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
冬
期
間
の
営
業
が
不
可
能
な
北
海
道
の
ゴ
ル
フ

場
で
採
算
が
と
れ
て
い
る
の
は
、
札
幌
周
辺
の

一
部
だ
け
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
道
内
の
自
治
体
の
中
で
も
っ
と
も
営

業
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
広
島
町
の
八
八
年
度
の
税
収

は
、
町
内
七
か
所
の
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
が
二
億
六
〇
〇
〇
万

円
、
固
定
資
産
税
が
八
五
〇
〇
万
円
。
こ
の
う
ち
、
国
か
ら

の
交
付
税
が
、
収
入
が
あ

っ
た
分
の
七
五
%
が
減
額
さ
れ
、

町
の
実
収
入
は
八
九
〇
〇
万
円
の
み
。
ゴ
ル
フ
場

へ
の
取
り

つ
げ
道
路
建
設
と
整
備
、
上
下
水
道
の
設
置
、
環
境
整
備
費

な
ど
町
の
支
出
額
と
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
期
待
さ
れ
る
雇
用

の
大
部
分
も
、
春
か
ら
秋
ま
で
の
パ
ー
ト
や
臨
時
雇
い
と
い
っ

た
不
安
定
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
開
発
は
、
大
規
模
な
土
木

・
造
園

・
建
設
工
事

を
と
も
な
う
造
成

過
程
や
、
土
地
の

取
得
に
よ
る
企
業

の
含
み
資
産
の
増

加
、

「高
い
ほ
ど

売
れ
る
[
と
い
わ

れ
る
会
員
権
募
集

を
通
し
て
開
発
企

業
に
は
巨
大
な
利

益
を
も
た
ら
し
ま

す
が
、
農
林
漁
業

や
そ
れ
を
加
工
す

る
地
域
産
業
と
生

活
環
境
が
破
壊
さ

れ
る
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
、
ゴ
ル

フ
場
が
本
当
に
地

域
の
振
興
に
つ
な

が
る
の
か
ど
う
か
。
か
つ
て
、
工
業
開
発
や
ト
ソ
ネ
ル
工
事

開
発
景
気
に
わ
い
た
町
や
村
が
、
完
成
後
は
以
前
に
も
ま
し

て
さ
び
れ
て
し
ま

っ
た
例
の
多
さ
を
思
う
と
き
、
観
光
と
農

林
漁
業
と
い
う
北
海
道
の
二
大
産
業
の
基
盤
を
支
え
る
豊
か

な
自
然
を
、
目
先
の
〈
カ
ネ
と
雇
用
〉
の
た
め
に
ゴ
ル
フ
場

に
か
え
る
こ
と
が
、
自
然
と
調
和
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
、

町
づ
く
り
と
な
る
の
か
ど
う
か
。

東
京
を
中
心
と
す
る
大
手
資
本
が
北
海
道
の
土
地
を
買
い

あ
さ

っ
て
い
る
今
、
私
た
ち
は
、

「自
然
は
世
界
の
も
の
」

と
い
う

「
地
球
市
民
」
と
し
て
、
将
来
に
悔
い
を
残
さ
な
い

判
断
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ゴ
ル
フ
場
栄
え
て
山
河
な
し
」

と
な
っ
て
か
ら
で
は
、
取
り
か
え
し
が
つ
か
な
い
か
ら
で
す
。

図2早 来町の ゴルフ場造成現場
(1990.4.28)(北 海道新聞提供)
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